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●小児精神病入院医療費助成制度、自立支援医療費（精神通院）支給制度

おお問問合合せせ ⇒《《田田無無庁庁舎舎１１階階》》 障害福祉課手当助成係 042-420-2806

●心身障害者福祉手当、障害児福祉手当、重度心身障害者手当、心身障害者医療費助成制度など

おお問問合合せせ ⇒《《田田無無庁庁舎舎１１階階》》 障害福祉課手当助成係 042-420-2806

●特別児童扶養手当、児童育成手当（障害手当）

おお問問合合せせ ⇒《《田田無無第第二二庁庁舎舎２２階階》》 子育て支援課手当助成係 042-460-9840

●「障害者総合支援法」によるホームヘルプ、「児童福祉法」による障害児通所支援サービス

障害を持つお子さんの介護などの支援を受ける「「居居宅宅介介護護（（ホホーームムヘヘルルププ））」」や、保護者の疾

病や事故などで在宅での介護が一時的に困難な場合などに短期間施設で必要な介護を受ける

「「短短期期入入所所（（シショョーートトスステテイイ））」」、外出に付き添いが必要な方で保護者が対応できない場合にヘ

ルパーが付き添う「「移移動動支支援援」」などのサービスがあります。

また、障害を持つお子さんへの通所によるサービスには、未就学のお子さんを対象に集団生

活の適応訓練などの療育を行う「「児児童童発発達達支支援援」」や、学齢のお子さんを対象に、放課後や夏休

みなどの休暇を利用した生活能力向上の訓練を行う「「放放課課後後等等デデイイササーービビスス」」などがあります。

※※ 利利用用者者負負担担金金、、対対象象年年齢齢ななどどのの要要件件ががあありりまますす。。 

おお問問合合せせ ⇒《《田田無無庁庁舎舎１１階階》》 障害福祉課障害者相談係 042-420-2805

おお子子ささんんにに障障害害ががああるる場場合合 
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３３．．ひひととりり親親家家庭庭へへののササーービビスス 

（父または母が重度障害者などの場合、ひとり親家庭とみなされる場合がありますのでご相談ください） 
 
 
 

 

●母子・父子自立支援員 

ひとり親家庭の皆さんが抱えている生活上の相談や自立に必要な情報提供を行い、問題解決

のお手伝いをしています（相談は予約制）。 

 

●ひとり親家庭就業支援専門員 

母子・父子家庭の保護者等を対象に、就職・転職などを支援します（相談は予約制）。 

児童扶養手当の受給者で自立・就労に意欲のある方を対象に、面接を行い自立のためのプロ

グラムを策定し、相談者の意向に沿った形で継続的に支援します（生活保護受給者を除く）。 

 

●ひとり親家庭ホームヘルプサービス 

義務教育修了前のお子さんを扶養している母子・父子家庭の方を対象に、日常生活にお困り

のときやひとり親家庭になった直後で生活が不安定なときに、一定期間、育児および食事の世

話などをお手伝いするホームヘルパーを派遣します（所得により一定の費用負担あり・事前登

録制・要相談）。 

 

●東京都母子福祉資金・父子福祉資金 

母子・父子家庭の生活の安定とその児童の福祉の向上を図るために、就学支度資金、修学資

金などの貸付けを行っています。対象は原則として20歳未満のお子さんを扶養している母子・

父子家庭の方です。連帯保証人が必要になる場合があります。貸付けを受ける前に母子・父子

自立支援員による面接（予約制）が必要です。 

 

●母子家庭等自立支援教育訓練給付金 

  児童扶養手当の受給者などに対し、就業を目的とした教育訓練講座(指定講座)の受講料の一

部を支給します。受講前に相談・申請が必要です。 

 

●母子家庭等高等職業訓練促進給付金 

  児童扶養手当の受給者などで看護師・准看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療

法士・製菓衛生師・調理師などの資格の取得が見込まれる方に対し、修業期間中の一定期間に

訓練促進給付金を支給します。事前に相談が必要です。 

 

●母子生活支援施設 

  18 歳未満のお子さんを養育している母子家庭の方が、生活上のいろいろな問題でお子さん

を十分に養育できない場合に、お母さんとお子さんが一緒に入所し、自立促進のために生活を

する児童福祉施設です（所得により一定の費用負担あり）。 

 

各各種種ササーービビスス  
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●小児精神病入院医療費助成制度、自立支援医療費（精神通院）支給制度
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みなどの休暇を利用した生活能力向上の訓練を行う「「放放課課後後等等デデイイササーービビスス」」などがあります。
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●養育費確保支援 

継続した養育費の履行確保を図るため、保証会社と養育費保証契約を締結する際に係る費用

（保証料）を補助します。補助対象経費の上限は５万円で、契約初回時の保証料のみが補助対

象となります。 

 

●都営住宅入居 

＜定期募集＞ 

  年４回の募集があり、抽選方式は５月・11月、ポイント方式は２月・８月に行っています。

抽選方式の場合、ひとり親世帯や同居親族に 18 歳未満の児童が１人または２人いる世帯等に

は優遇資格があります。 
収入が少なく生活が困難な状況にある世帯や障害・難病など特別な事情がある世帯は、申請

に基づき、使用料が減免（減額）される場合があります。 

＜毎月募集＞ 

毎月 20 日頃抽選方式による募集があります。募集住戸の中には、「若年夫婦・子育て世帯

（ひとり親世帯含む）」向けも含む、家族向や単身者向の募集があります。 
東京都住宅供給公社のホームページ（https://www.to-kousya.or.jp/toeibosyu/）より 

申込書をダウンロードできます。 

＜随時募集＞ 

  定期募集および毎月募集にて申込がなかった住宅の一部で、いつでも申込みができる募集で

す。２人以上から申込ができます。 
申込は都営住宅入居者募集サイト（https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/toei_ 

online/index.html）または随時募集専用ダイヤル（03-5467-9266）にて受付を行います。 
 

募募集集にに関関すするるおお問問合合せせ  

⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  住宅課住宅係   042-438-4052 

東京都住宅供給公社（募集センター）  03-3498-8894 

FAX        03-3409-4527 

テレホンサービス          03-6418-5571 

  使使用用料料のの減減額額にに関関すするるおお問問合合せせ  

⇒  東京都住宅供給公社 

JKK東京 お客さまセンター    0570-03-0071（ナビダイヤル） 

※ナビダイヤルがご利用できない方、携帯電話の無料通話分や 

割引サービスをご利用の方は03-6279-2652 

 

●住宅探しのお手伝い 

  民間賃貸住宅への入居や居住継続にお困りの方に対し、市の担当者等が不動産店や内見に同

行するなど住宅探しのお手伝いをします。 

 

 おお問問合合せせ ⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  住宅課住宅係  042-438-4052 
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⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  住宅課住宅係   042-438-4052 

東京都住宅供給公社（募集センター）  03-3498-8894 
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●児童扶養手当 

対対象象 18 歳到達後最初の３月 31 日までの（一定の障害がある場合は 20 歳未満の）児童が

いるひとり親家庭など 

内内容容  1・3・５・７・９・11月に2か月分を支給（所得制限あり） 

手当月額：第１子 全部支給の場合…45,500円 

第１子 一部支給の場合…45,490円～10,740円 

第２子は10,750～5,380円、第3子以降は6,450～3,230円を加算 

（令和６年４月改定） 

 

●児童育成手当（児童に障害がある場合は、別途「障害手当」あり） 

対対象象 18歳到達後最初の３月31日までの児童がいるひとり親家庭など 

内内容容  10・２・６月に支給（所得制限あり） 

手当月額：児童１人につき13,500円 

 

●ひとり親家庭等医療費助成（マル親） 

対対象象 18歳到達後最初の３月31日までの（一定の障害がある場合は20歳未満の）、医療保

険に加入している児童がいるひとり親家庭など 

内内容容  医療保険を適用し、その自己負担額を助成（所得制限あり） 

 

 

  

    

●●ＪＲ通勤定期券の割引購入券 

児童扶養手当または生活保護の受給世帯員がＪＲを利用して通勤している場合に、通勤定期

乗車券を３割引で購入できます。児童扶養手当の場合は、児童扶養手当証書・写真（ﾀﾃ４㎝×

ﾖｺ３㎝）を持参のうえ子育て支援課（田無第二庁舎２階）で、生活保護の場合は生活福祉課（田

無庁舎１階）で証明書の発行を受け、通勤定期乗車券を発売する駅に提出してください。 

 

●都営交通の無料パスの交付 

児童扶養手当または生活保護の受給世帯員のうち１人に限り、都営交通（都電・都バス・都

営地下鉄）の無料乗車券の交付を受けられます。 

児童扶養手当の場合は、児童扶養手当証書を持参のうえ子育て支援課（田無第二庁舎２階）

で、生活保護の場合は生活福祉課（田無庁舎１階）で手続きをしてください。 

 

●税の控除 

母子・父子家庭などのひとり親世帯の方で、一定の要件に当てはまる場合には、寡婦控除ま

たはひとり親控除が受けられます。 

※所得制限等の要件がありますので、詳細はお問合せください。 

 

おお問問合合せせ ⇒ 住民税については…《《田田無無庁庁舎舎４４階階》》  市民税課市民税係 042-460-9827 

所得税については… 東村山税務署      042-394-6811 

 

手手当当・・助助成成  

優優遇遇制制度度  
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象となります。 

 

●都営住宅入居 

＜定期募集＞ 

  年４回の募集があり、抽選方式は５月・11月、ポイント方式は２月・８月に行っています。

抽選方式の場合、ひとり親世帯や同居親族に 18 歳未満の児童が１人または２人いる世帯等に

は優遇資格があります。 
収入が少なく生活が困難な状況にある世帯や障害・難病など特別な事情がある世帯は、申請

に基づき、使用料が減免（減額）される場合があります。 

＜毎月募集＞ 

毎月 20 日頃抽選方式による募集があります。募集住戸の中には、「若年夫婦・子育て世帯

（ひとり親世帯含む）」向けも含む、家族向や単身者向の募集があります。 
東京都住宅供給公社のホームページ（https://www.to-kousya.or.jp/toeibosyu/）より 

申込書をダウンロードできます。 

＜随時募集＞ 

  定期募集および毎月募集にて申込がなかった住宅の一部で、いつでも申込みができる募集で

す。２人以上から申込ができます。 
申込は都営住宅入居者募集サイト（https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/toei_ 

online/index.html）または随時募集専用ダイヤル（03-5467-9266）にて受付を行います。 
 

募募集集にに関関すするるおお問問合合せせ  

⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  住宅課住宅係   042-438-4052 

東京都住宅供給公社（募集センター）  03-3498-8894 

FAX        03-3409-4527 

テレホンサービス          03-6418-5571 

  使使用用料料のの減減額額にに関関すするるおお問問合合せせ  

⇒  東京都住宅供給公社 

JKK東京 お客さまセンター    0570-03-0071（ナビダイヤル） 

※ナビダイヤルがご利用できない方、携帯電話の無料通話分や 

割引サービスをご利用の方は03-6279-2652 

 

●住宅探しのお手伝い 

  民間賃貸住宅への入居や居住継続にお困りの方に対し、市の担当者等が不動産店や内見に同

行するなど住宅探しのお手伝いをします。 

 

 おお問問合合せせ ⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  住宅課住宅係  042-438-4052 
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●住民税の非課税 

以下の方は、住民税の所得割・均等割ともに課税されません。 

(1) その年の1月１日時点で生活保護法の規定による生活扶助を受けている方 

(2) 障害者、未成年者、寡婦またはひとり親の方で、前年中の合計所得金額が135万円以下

の方 

(3) 前年中の合計所得金額が以下の方 

  ・扶養親族がいる場合： 前年中の合計所得金額が「35 万円×（本人・扶養親族の合

計人数）＋31万円」以下 

    ・扶養親族がいない場合： 前年中の合計所得金額が「45万円」以下 

 

おお問問合合せせ ⇒ 《《田田無無庁庁舎舎４４階階》》  市民税課市民税係  042-460-9827 

 

●上下水道料金の免除 

児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護などの受給世帯は、申請により水道料金は基本

料金と１か月あたり10㎥まで、下水道料金は基本料金（８㎥まで）が免除されます。 

 

おお問問合合せせ ⇒ 東京都水道局東久留米サービスステーション 0570-091-100 

 

●廃棄物処理手数料の免除（市指定収集袋（ごみ袋）の無料配布） 

  児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護などの受給世帯は、家庭ごみを出すときの廃棄

物処理手数料の免除（ごみ袋の無料配布）が受けられます。 

いずれか１つの受給による配布となり、重複配布はできません。また、生活保護受給世帯に

限り、粗大ごみ処理手数料の免除制度があります。 

  手続きには、(特別)児童扶養手当の場合は各手当証書が、生活保護の場合は生活保護担当者

の確認印が押された申請書が必要です。 

 

おお問問合合せせ ⇒ 《《エエココププララザザ西西東東京京》》  ごみ減量推進課ごみ減量係 042-438-4043 

 

●自転車駐車場利用料の割引 

児童育成手当を受けている世帯の方で、市内に住所があり、通勤・通学のため、市内の公益

財団法人自転車駐車場整備センターが管理・運営している自転車駐車場を月ぎめで利用する自

転車利用者に、利用料のうち1か月あたり800円を割引します。 

※割引申請には、児童育成手当を受給していることを証明する書類が必要となります。 

 

おお問問合合せせ ⇒ 《《保保谷谷東東分分庁庁舎舎２２階階》》  交通課駐輪駐車対策係 042-438-4057 

 

 

 

    ひひととりり親親家家庭庭に関するお問合せ 

      《《田田無無第第二二庁庁舎舎２２階階》》 子育て支援課手当助成係  042-460-9840 


